




要約:極低出生体重児を対象に児の発達促進、親の育児不安の解消を目的に早期介入を行

なった。 当初は集団での遊びは年少児には難しいと考え 2歳児を対象に行なった。 しか

し、より育児不安の強い早期からの開催を希望する親の意見が強く、 1 歳からの会を試

行した。

この結果、親子が一緒になって楽しく遊び、極低出生体重児をもつ親どうしが話合う機会

ができ、1 歳前半では子供どうしの遊びは十分にできないが早期からの「親子で遊び・交

流する会」 を開催する意義は大きいと考えられた。


